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 小学校の社会科が 地域の伝統や文化を 未来につなぐ！！ 

文部科学省は，“小学校学習指導要領”の中に，「伝統や文化に関する教育」について育成したい

資質・能力を明記しています。第 4 学年の社会科では，『県内の文化財や年中行事は，地域の人々

が受け継いできたことや，それらには地域の発展など人々の様々な願いが込められていることを理

解すること』『歴史的背景や現在に至る経過，保存や継承のための取組などに着目して，…人々の

願いや努力を考え，表現すること』となっています。 

本号では，関戸奴（せきど やっこ）保存会の方々と学校（学級担任が中心）の橋渡しを学校運営協議

会委員が精力的に行い，思いを一つにして実施した藤河小学校の授業実践を紹介します。 

思いや活動の流れ

① 地域の伝統や文化を知りたいと発案 【学級担任（4年）】   

→② 学校運営協議会委員に相談 【校長・学級担任】 

→③ 保存会への連絡や調整 【学校運営協議会 会長】 

④ 当日の活動の打ち合わせ 【校長・学級担任・会長・保存会】 

    →⑤ 活動実施 【学級担任・会長・保存会】 

        →⑥ 奴道中を「ふじかわ発表会」で是非したい 【子供から】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

片山 なるみ 校長 

 

 

 

 

藤河小学校 

・直接地域の方の言葉で，地域のことを伝えていただくことに

大きな意味があります。 

・子供が自分の言葉で家族に話すことが，世代をつなぎ，地

域を愛する気持ちにもつながると思います。 

・今回は，保存会のメンバーとして一人の保護者が参加，次

回からは，より多くの保護者に呼びかけたいと思います。 

つながりの大切さを伝える 

<コミュニティ・スクールだより> 

江戸時代から伝

わっているとは，

すごいなあ。 

・良いものは，次の世代に伝

えていきたい。 

・皆さんに力を貸してほしい。 

奴道中については分か

ったけど，どうしてやろう

と思われたのですか。 

・参勤交代の大名行列の名

残をくむもので，関戸が守り

続けてきたものだからだよ。 

・今年度岩国に赴任してきた担任の私も含めて，地

域の伝統や文化を知らない子が多くいました。 

・地域の一員として，自分たちの地域について，自分

の言葉で話してほしいと願い授業づくりをしました。 

本物に触れら

れて嬉しいな。 

・学びの中心に子供をすえ，体験的な活動から知的好奇

心を育て，「発表会で，地域の伝統や文化をみんなに知ら

せたい」という主体的な学びに発展させています。 

・地域の皆さんの『伝統を守りたい』という思いが膨らみ，つ

ながりも広がり，地域活性化にもつながっています。 
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